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(57)【要約】
【課題】超音波プローブを用いて、生体組織にダメージ
を与えることなく、効率的に止血しながら切開する。
【解決手段】超音波振動させられて生体組織を切断する
柱状の超音波プローブ４と、該超音波プローブ４に対し
てその径方向に近接または離間させられるように相対的
に移動させられ、超音波プローブ４との間に処置される
生体組織を挟むクランプ部材５と、超音波プローブ４ま
たはクランプ部材５の少なくとも一方に設けられ、両者
間に挟まれた生体組織に対して、該生体組織を接着する
ための創傷処置材を供給する処置材供給手段６とを備え
る超音波切開装置１を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波振動させられて生体組織を切断する柱状の超音波プローブと、
　該超音波プローブに対してその径方向に近接または離間させられるように相対的に移動
させられ、超音波プローブとの間に処置される生体組織を挟むクランプ部材と、
　前記超音波プローブまたは前記クランプ部材の少なくとも一方に設けられ、両者間に挟
まれた生体組織に対して、該生体組織を接着するための創傷処置材を供給する処置材供給
手段とを備える超音波切開装置。
【請求項２】
　前記処置材供給手段が、前記創傷処置材を収容するリザーバと、前記超音波プローブま
たは前記クランプ部材に設けられた少なくとも１つの吐出口と、前記リザーバ内の創傷処
置材を前記吐出口に向けて送るポンプ手段とを備える請求項１に記載の超音波切開装置。
【請求項３】
　前記超音波プローブが中空の柱状であり、
　前記吐出口が前記超音波プローブに設けられ、
　前記リザーバ以内の創傷処置材が、前記超音波プローブの内部空間を通して前記吐出口
まで導かれる請求項２に記載の超音波切開装置。
【請求項４】
　前記超音波プローブの内部空間に、該超音波プローブに対して隙間をあけて配置された
創傷処置材の供給管が配置されている請求項３に記載の超音波切開装置。
【請求項５】
　前記創傷処置材が、接着剤、止血剤またはシーラントの少なくとも１つを含む請求項１
から請求項４のいずれかに記載の超音波切開装置。
【請求項６】
　前記接着剤が、タンパク質由来、アルデヒドベースの材料またはシアノアクリレートベ
ースの材料の少なくとも１つを含む請求項５に記載の超音波切開装置。
【請求項７】
　前記止血剤が、フィブリンベースの材料、コラーゲンベースの材料、酸化再生セルロー
スベースの材料、ゼラチンベースの局所用材料またはフィブリノゲンートロンビン併用材
料の少なくとも１つを含む請求項５に記載の超音波切開装置。
【請求項８】
　前記シーラントが、フィブリンシーラント、コラーゲンベース組織シーラント、合成ポ
リマーベース組織シーラント、または合成ポリエチレングリコールベースのヒドロゲル材
料の少なくとも１つを含む請求項５に記載の超音波切開装置。
【請求項９】
　前記創傷処置材が、硫酸ゲンタマイシン、エリスロマイシンまたは誘導化されたグリコ
ペプチドの少なくとも１つを含む抗生物質を含む請求項１から請求項４のいずれかに記載
の超音波切開装置。
【請求項１０】
　前記創傷処置材が、線維芽細胞増殖因子、骨増殖因子、上皮増殖因子、血小板由来在職
因子、マクロファージ由来増殖因子、肺胞由来増殖因子、単球由来増殖因子またはマガイ
ニンの少なくとも１つを含む請求項１から請求項４のいずれかに記載の超音波切開装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体組織を切開するための超音波切開装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、開腹手術あるいは内視鏡下手術における外科手術として、電気メスよりも低温で
生体組織を凝固、切断、止血することができ、止血と切開とを同時に行う超音波切開装置
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が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－５４５２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、超音波による凝固では局所的にしか温度が上昇しないため、効率的な止
血ができず、切開可能な部位は血管径の小さい部位に限定されるという不都合がある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、超音波プローブを用いて、生
体組織にダメージを与えることなく、効率的に止血しながら切開することができる超音波
切開装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明は、超音波振動させられて生体組織を切断する柱状の超音波プローブと、該超音
波プローブに対してその径方向に近接または離間させられるように相対的に移動させられ
、超音波プローブとの間に処置される生体組織を挟むクランプ部材と、前記超音波プロー
ブまたは前記クランプ部材の少なくとも一方に設けられ、両者間に挟まれた生体組織に対
して、該生体組織を接着するための創傷処置材を供給する処置材供給手段とを備える超音
波切開装置を提供する。
【０００６】
　本発明によれば、クランプ部材と超音波プローブとを相対的に移動させて、両者間に生
体組織を挟んだ状態で、超音波プローブを作動させて超音波振動させることにより、挟ま
れた生体組織が超音波振動によって切断される。また、これと同時に、処置材供給手段を
作動させることにより、クランプ部材または超音波プローブの少なくとも一方から創傷処
置材が切断部位近傍に供給される。創傷処置材は、生体組織を接着するための材料である
ため、超音波振動によるエネルギが小さいために超音波エネルギのみでは効果的な止血が
できない部位であっても、創傷処置材を供給することによって効率的に止血しながら切断
することができる。
【０００７】
　上記発明においては、前記処置材供給手段が、前記創傷処置材を収容するリザーバと、
前記超音波プローブまたは前記クランプ部材に設けられた少なくとも１つの吐出口と、前
記リザーバ内の創傷処置材を前記吐出口に向けて送るポンプ手段とを備えることとしても
よい。
　このようにすることで、ポンプ手段の作動によりリザーバ内に収容されている創傷処置
材が吐出口に向けて送られるので、吐出口から切開しようとする生体組織の切断部近傍に
創傷処置材を吐出することができ、効率的に止血しながら切断することができる。
【０００８】
　また、上記発明においては、前記超音波プローブが中空の柱状であり、前記吐出口が前
記超音波プローブに設けられ、前記リザーバ以内の創傷処置材が、前記超音波プローブの
内部空間を通して前記吐出口まで導かれてもよい。
　このようにすることで、超音波プローブの内部空間を利用して創傷処置材を生体組織の
切断部近傍に供給することができ、先端部の構造を簡略化することができる。
【０００９】
　また、上記発明においては、前記超音波プローブの内部空間に、該超音波プローブに対
して隙間をあけて配置された創傷処置材の供給管が配置されていていてもよい。
　このようにすることで、超音波プローブの内部空間を利用して創傷処置材を供給しなが
ら、供給管と超音波プローブとを切り離して、超音波プローブによる切断を効率的に行う
ことができる。
【００１０】
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　また、上記発明においては、前記創傷処置材が、接着剤、止血剤またはシーラントの少
なくとも１つを含むこととしてもよい。
　また、上記発明においては、前記接着剤が、タンパク質由来、アルデヒドベースの材料
またはシアノアクリレートベースの材料の少なくとも１つを含むこととしてもよい。
【００１１】
　また、上記発明においては、前記止血剤が、フィブリンベースの材料、コラーゲンベー
スの材料、酸化再生セルロースベースの材料、ゼラチンベースの局所用材料またはフィブ
リノゲンートロンビン併用材料の少なくとも１つを含むこととしてもよい。
【００１２】
　また、上記発明においては、前記シーラントが、フィブリンシーラント、コラーゲンベ
ース組織シーラント、合成ポリマーベース組織シーラント、または合成ポリエチレングリ
コールベースのヒドロゲル材料の少なくとも１つを含むこととしてもよい。
【００１３】
　また、上記発明においては、前記創傷処置材が、硫酸ゲンタマイシン、エリスロマイシ
ンまたは誘導化されたグリコペプチドの少なくとも１つを含む抗生物質を含むこととして
もよい。
　また、上記発明においては、前記創傷処置材が、線維芽細胞増殖因子、骨増殖因子、上
皮増殖因子、血小板由来在職因子、マクロファージ由来増殖因子、肺胞由来増殖因子、単
球由来増殖因子またはマガイニンの少なくとも１つを含むこととしてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、超音波プローブを用いて、生体組織にダメージを与えることなく、効
率的に止血しながら切開することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態に係る超音波切開装置１について、図面を参照して説明する
。
　本実施形態に係る超音波切開装置１は、図１に示されるように、超音波振動を発生させ
る超音波振動子２と、該超音波振動子２に連結され超音波振動を伝達する振動伝達部３と
、該振動伝達部３の先端に連結された細径の円筒状の超音波プローブ４と、該超音波プロ
ーブ４に半径方向に対向して配置され、超音波プローブ４との距離を変化させるように揺
動させられるクランプ部材５と、該クランプ部材５の内部を介して創傷処置材を、該クラ
ンプ部材５と超音波プローブ４との間に供給する処置材供給手段６とを備えている。
【００１６】
　クランプ部材５は、略平板状に形成されている。クランプ部材５には、その内部に流路
７が形成されており、超音波プローブ４に対向する表面には、流路７に連通する複数の吐
出口８が開口している。吐出口８は、超音波プローブ４の長手方向に沿って間隔をあけて
複数開口している。図１に示す例では、吐出口８は４カ所に設けられているが、その数お
よび間隔は任意でよい。
【００１７】
　クランプ部材５は、図示しない操作機構によって揺動させられることにより、超音波プ
ローブ４との間隔をあけた開位置（図中、鎖線で示す位置）と、超音波プローブに接近し
た閉位置（図中、実線で示す位置）との間で移動させられ、閉位置に配置されたときに、
超音波プローブ４との間に生体組織（図示略）を挟むことができるようになっている。
【００１８】
　処置材供給手段６は、クランプ部材５の流路７の基端側に接続された柔軟なチューブ９
と、該チューブ９に接続された、創傷処置材を貯留する処置材容器１０と、該処置材容器
１０内の創傷処置材をチューブ９内に送り込む送液手段１１とを備えている。
　送液手段１１としては、シリンジ、ペリスタルティックポンプあるいはスポイト等の任
意の構造のものを採用することができる。
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【００１９】
　創傷処置材は、接着剤、止血剤またはシーラントの少なくとも１つを含んでいる。
　接着剤としては、タンパク質由来、アルデヒドベースの材料またはシアノアクリレート
ベースの材料の少なくとも１つを含むものが採用される。また、止血剤としては、フィブ
リンベースの材料、コラーゲンベースの材料、酸化再生セルロースベースの材料、ゼラチ
ンベースの局所用材料またはフィブリノゲンートロンビン併用材料の少なくとも１つを含
むものが採用される。また、シーラントとしては、フィブリンシーラント、コラーゲンベ
ース組織シーラント、合成ポリマーベース組織シーラント、または合成ポリエチレングリ
コールベースのヒドロゲル材料の少なくとも１つを含むものが採用される。
【００２０】
　なお、創傷処置材としては、硫酸ゲンタマイシン、エリスロマイシンまたは誘導化され
たグリコペプチドの少なくとも１つを含む抗生物質を含んでいてもよいし、線維芽細胞増
殖因子、骨増殖因子、上皮増殖因子、血小板由来在職因子、マクロファージ由来増殖因子
、肺胞由来増殖因子、単球由来増殖因子またはマガイニンの少なくとも１つを含でいても
よい。
【００２１】
　このように構成された本実施形態に係る超音波切開装置１の作用について、以下に説明
する。
　本実施形態に係る超音波切開装置１を用いて生体組織を切開するには、クランプ部材５
を開位置に配置して、超音波プローブ４とクランプ部材５との間に生体組織を配置し、操
作機構を操作してクランプ部材５を閉位置に移動させることで、超音波プローブ４とクラ
ンプ部材５との間に生体組織を挟み込む。この状態で、超音波振動子２を作動させて超音
波振動を発生させるとともに、処置材供給手段６を作動させて創傷処置材を生体組織に供
給する。
【００２２】
　超音波振動子２によって発生された超音波振動は、振動伝達部３を介して超音波プロー
ブ４に伝播されるので、超音波プローブ４の超音波振動によって生体組織が切断および凝
固させられる。そして、処置材供給手段６によって、創傷処置材が供給されると、クラン
プ部材５内に形成されている流路７を介して複数の吐出口８から創傷処置材が吐出される
。吐出口８は超音波プローブ４の長手方向に沿って複数配置されているので、生体組織の
切断面に沿う複数箇所において吐出される。
　超音波振動による熱が創傷処置材に加わると、創傷処置材および／または生体組織の化
学反応が促進され、早期に切断面を接着、止血あるいはシールすることができる。
【００２３】
　このように、本実施形態に係る超音波切開装置１によれば、生体組織の切断を超音波振
動によって行うので、電気メスのように過度に生体組織の温度を上昇させずに済み、生体
組織を健全な状態に維持することができる。さらに、本実施形態に係る超音波切開装置１
によれば、生体組織の切断面に創傷処置材を供給するので、超音波振動による凝固が不十
分であっても、それを補って、早期に接着あるいは止血あるいはシールする効果を得るこ
とができるという効果がある。
【００２４】
　なお、本実施形態においては、クランプ部材５に流路７を設け、クランプ部材５の表面
に設けた吐出口８から超音波プローブ４との間に創傷処置材を供給することとしたが、こ
れに代えて、図２に示されるように、超音波プローブ４を中空の円筒部材によって構成し
、内部の空洞を流路７として、側壁を貫通して設けた吐出口８から創傷処置材を供給する
ことにしてもよい。
【００２５】
　また、図３に示されるように、超音波プローブ４の内部の空洞１２に創傷処置材の供給
管１３を２重管状に設け、超音波プローブ４の側壁を貫通して設けた開口部１５に、供給
管１３に設けた吐出口８を配置することにしてもよい。この場合、超音波プローブ４と供
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給管１３とを隙間をあけて配置することにより、供給管１３を介した創傷処置材の供給の
如何に関わらず、超音波プローブ４の超音波振動を一定に維持することができ、生体組織
の安定した切開および凝固を行うことができる。
【００２６】
　また、超音波プローブ４内の空洞１２に供給管１３を配するのではなく、図４に示され
るように、超音波プローブ４の外部に超音波プローブ４の長手方向に沿って配置した供給
管１３に接続する吐出口８を超音波プローブ４に設けた貫通孔１６を介してクランプ部材
５との対向面に露出させることにしてもよい。また、図５に示されるように、超音波プロ
ーブ４とクランプ部材５との対向面に沿って、超音波振動可能な材質からなる供給管１３
を超音波プローブ４に固定した状態に配置し、供給管１３に設けた吐出口８から創傷処置
材を吐出させることにしてもよい。
【００２７】
　また、上記各実施形態においては、図６（ａ）に示されるように、創傷処置材の吐出口
８（図における黒塗りの三角形）を超音波プローブ４とクランプ部材５との対向面に配置
することとしたが、これに代えて、図６（ｂ）～（ｆ）に示されるように、対向面からず
れた対向面近傍に配置することにしてもよい。これにより、超音波プローブ４とクランプ
部材５とによって生体組織が挟まれた状態でも吐出口８が生体組織によって閉塞されるこ
とがなく、創傷処置材を容易に吐出することができる。
【００２８】
　また、超音波プローブ４の断面形状として、図６（ｄ）～（ｆ）に示されるように、ク
ランプ部材５に対向する側に傾斜面４ａを有する断面形状を採用し、該傾斜面４ａに吐出
口８を設けることにより、上記と同様の効果を得ることができる。図６（ｄ）～（ｆ）は
断面形状の例示であり、他の任意の断面形状を採用することにしてもよい。
【００２９】
　また、図７（ａ）に示されるように、略平板状のクランプ部材５を採用したが、これに
代えて、図７（ｂ），（ｄ）に示されるように、超音波プローブ４との対向部分のみ突出
させた断面形状、あるいは、図７（ｃ）に示されるように、超音波プローブ４との対向部
分のみ凹ませた断面形状のクランプ部材５を採用してもよい。これらの場合の吐出口８と
しては、図７（ａ）～（ｄ）に示されるような種々の態様を採用することができる。
【００３０】
　また、クランプ部材５内に設ける流路７としては、創傷処置材として２成分混合用生体
接着剤を吐出する場合には、２つの成分を混合すると同時に硬化が開始するため、図８（
ａ）または図８（ｂ）に示されるように、２つの成分を別々の流路７ａ，７ｂでクランプ
部材５内に導いた後に、吐出口近傍において流路７ａ，７ｂを合流させることが好ましい
。
【００３１】
　また、図８（ｃ）または図８（ｄ）に示されるように、複数列の吐出口８をクランプ部
材５に設ける場合には、単一の流路７で導いてきた創傷処置材を、クランプ部材５内にお
いて複数の流路７ａ，７ｂに分岐して、各列の吐出口８に導くことにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施形態に係る超音波切開装置を示す全体構成図である。
【図２】図１の超音波切開装置の変形例を示す全体構成図である。
【図３】図２の超音波切開装置における超音波プローブと吐出口の第１の変形例を示す部
分的な縦断面図である。
【図４】図２の超音波切開装置における超音波プローブと吐出口の第２の変形例を示す部
分的な縦断面図である。
【図５】図２の超音波切開装置における超音波プローブと吐出口の第３の変形例を示す部
分的な縦断面図である。
【図６】図２の超音波切開装置における超音波プローブの形状と吐出口の配置の例を示す
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正面図である。
【図７】図１の超音波切開装置におけるクランプ部材の形状と吐出口の配置の例を示す正
面図である。
【図８】図１の超音波切開装置におけるクランプ部材内の流路の例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　超音波切開装置
　４　超音波プローブ
　５　クランプ部材
　６　処置材供給手段
　８　吐出口
　１０　処置材容器（リザーバ）
　１１　送液手段（ポンプ手段）
　１２　空洞（内部空間）
　１３　供給管

【図１】 【図２】
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